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１．山添村の医療に関するデータ 
○人口推移   出典：RESAS 地域経済分析システム「人口推移」                     （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山添村の人口は、村が誕生した１９５６年（昭和３１年）には８，０８２人であったが、２０２０年（令和２年）

には３，２２６人まで減少している。２０４５年（令和２７年）には１，５６４人まで減少すると予測されている。 

特に生産年齢人口（１５～６４歳）の減少が大きい。 

○人口ピラミッド   出典：RESAS 地域経済分析システム「人口ピラミッド」 

 
山添村の人口分布をみると、年々老年人口の割合が増加している。１９８０年（昭和５５年）には老年人口の割合が

約１７%であったが、２０２０年（令和２年）には約４８%まで増加している。２０４５年（令和２７年）にはさら

に６１%まで増加すると予想されている。反面、支え手である生産年齢人口の減少が今後加速することがみてとれる。 
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○一般世帯に占める高齢者単独（ひとり暮らし）世帯の割合の推移   出典：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山添村の６５歳以上のひとり暮らし世帯数は、２０００年（平成１２年）には８７世帯（７．０%）であったが、２

０２０年（令和２年）には１６９世帯（１５．３%）と倍増しており、今後も増えると予測される。 

 

○人生の最後を迎えたい場所   出典：令和５年度実施「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度に６５歳以上の方を対象に実施した『介護予防・日常生活圏域ニーズ調査』では、「人生の最後を迎えたい

場所」について、約６０%の人が自宅を選択しており、「人生の最後は自宅で」と考えている住民が多くいることがわかる。 
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○死亡の状況（死亡場所）   出典：人口動態調査                         （単位：人） 

 
総数 

施設内 

総数 
病院 

介護医療

院・介護老

人保健施設 

老人ホーム 
施設外 

総数 
自宅 その他 

2021 年 ６７ ５５ ３６ ６ １３ １２ 
１２ 

（17.9%） 
－ 

2020 年 ６５ ５４ ４１ １ １２ １１ 
１０ 

（15.4%） 
１ 

2019 年 ７８ ６０ ４３ １ １６ １８ 
１７ 

（21.8%） 
１ 

2018 年 ７９ ６３ ４７ ２ １４ １６ 
１５ 

（19.0%） 
１ 

2017 年 ７８ ６４ ５５ ２ ７ １４ 
９ 

（11.5%） 
５ 

2016 年 ６７ ５５ ４１ ３ １１ １２ 
１１ 

（16.4%） 
１ 

約６０%の人が「人生の最後は自宅で」と考えているが、実際に自宅で最後を迎えられているのは亡くなった方の約１２～

２２%となっている。 

 

○村内医療機関及び近隣の主な救急病院、訪問看護等事業者 

 

村内に村立診療所３か所、民間医療機関（歯科を含む）２か所、隣接市には、救急病院８か所の他、民間医療機関

を含めると、自家用車で３０分圏内に多くの医療機関が存在しており、山間地域としては選択肢が多い。また、訪問看護

などの事業者も近隣に１３か所が存在しており、社会資源には比較的恵まれている。 
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○山添村３診療所の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山添村３診療所について、どの建物も完成から４０年近く経っており、今後大規模な改修や立て替えが必要となる可能性

がある。また、医療器機についても３診療所それぞれの更新が必要である。 

 

○山添村３診療所のべ患者数の推移                                        （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山添村３診療所ののべ患者数は、人口と同様に減少傾向である。２０１８年（平成３０年）３診療所合計でのべ

９，６２８人であったが、２０２３年（令和５年）ではのべ５，３０４人と半分近くまで減少している。 
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○国民健康保険特別会計【診療所会計】の推移（支出総額に対する収入項目毎の割合）      （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
主要な収入となる診療収入等について、のべ患者数に比例して減少傾向である。支出額から診療収入等や補助金などを

差し引きして、なお不足した額が一般会計からの繰入金となる。令和５年度は経費の総額１４６，２２３千円のうち７

４，６０２千円（約５１%）が繰入金となっている。 

 

○山添村３診療所受診者の大字別・地区別人口比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この表は、令和５年度の３診療所それぞれの大字別、地域別、村全体の受診者の人口比率を表したものである。東山診

療所には東山地区、波多野診療所には波多野地区の住民が多く受診している。全体的に割合が低いのは、村内の民間

医療機関や近隣市の医療機関にかかる人が多いからと考えられる。 
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○介護保険主治医意見書依頼先（令和５年度）                               （単位：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険を受ける際に必要な主治医意見書の依頼先として、３診療所や村内民間医療機関以外にも伊賀市や名張

市、奈良市や天理市の医療機関も多くみられる。若年層に限らず、介護認定を必要としている状態（多くは７０代後半

以上の高齢者）であっても、村外の医療機関をかかりつけとする人は多い。 

○令和５年度やまぞえ福祉タクシー利用実績から見る住民の受診先   出典：山添村社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山添村社会福祉協議会が運営している福祉タクシーの利用実績からみても、受診先の約５２%が村外、約４８%が村

内となっている。村外では、伊賀市、奈良市、名張市、天理市が受診先として多く利用されている。運転が難しくなっても通

える間は通い慣れた医療機関に通院する人は多い。 
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○山添村内への訪問診療（往診）実績のある医療機関（令和元年以降） ※村内ケアマネージャーへの聴き取り調査 

 

通院が難しくなった際に、自宅などの生活の場で診療や治療、処置を行うのが「在宅医療」である。村内で活動するケアマネ

ージャーへの聴き取りの結果、山添村への訪問診療（往診）実績のある村外の医療機関は、都祁診療所（奈良市）、

塩田医院（奈良市）、中西内科医院（名張市）の３医院に限定される。 
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２．策定の背景と目的 

山添村では医療にかかる様々な課題や将来の懸念が生じている。 

○少子高齢化による人口減少 

○高齢者の独居世帯の増加 

○高齢化の進行等に伴う通院困難者の増加 

○在宅医療の需要（ニーズ）の増加 

○人口減少に伴う受診者数の減少 

○村所管診療施設の老朽化 

○医師・看護師等の安定的な確保が難しい   など 

 

 

これらの問題に対応するため、１０年２０年先を見据えて「地域の医療体制強化」

「医療資源の最適化」「経済的効率化」を目指し、医療体制について評価、見直しを行

っていく。 

 

３．取り組みの方向性 

様々な医療等に係る課題に対応するため、村の医療資源や財源を最大限に有効活

用するための人的・財源的再編を行う。また、それにより発生する新たな問題に対しては

ICT（情報通信資源）等を活用し、誰もが安心して医療が受けられる体制の確保に

資する取り組みを推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人的・財源的 

再編 
 

「地域の医療体制強化」 

「医療資源の最適化」 

「経済的効率性」 

↓ 

誰もが安心して 

医療が受けられる体制 

 

ICT（情報通信

資源）等 

デメリットの

発生 

医療資源や財源を 

最大限に有効活用 
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４．基本方針 

基本方針①「在宅医療の充実と医療・介護の連携推進」 

  状況状態が変わっても住み慣れた山添村で医療を受けられる環境づくりを進める。 

  ○在宅医療の充実 

  ○土曜診療の実施 

  ○村内外の医療機関や訪問介護等事業者との連携 など 

 

基本方針②「医療資源や財源の効率的な活用」 

  医師・看護師がより活きる体制づくりを進める。 

  ○村所管診療所の運営体制の見直し 

  ○医療従事者の安定的な確保 

  ○オンライン診療の実施 など 

 

基本方針③「地域と連携した疾病予防・介護予防等の推進」 

  村民の健康づくりや介護予防の取り組みを進める。 

  ○健康管理への積極的な働きかけ 

  ○地域と診療所の顔の見える関係づくり など 

 

５．コンセプト 

～くらしも支える診療所～ 
住民の身近にあって、病気だけではなくその方の日常の生活、 

望む生活も支える中心的役割を担う 

 

  【具体的な取り組み例】 

  ○外来診療と平行した在宅医療が可能な体制づくり 

  ○月２回の土曜診療の実施 

  ○週１回の専門医（整形外科等）による診療実施 

  ○院外処方（かかりつけ薬局）の誘致 など 
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６．医療体制展開イメージ 
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医療体制展開イメージ（現行） 
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医療体制展開イメージ（第１段階） 
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診療体制イメージ（第１段階） 
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医療体制展開イメージ（第２段階） 
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医療体制展開イメージ（最終段階） 
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７．住民の声 

アンケートの実施概要 

 

「山添村の持続可能な医療の在り方に係る基本方針」 策定にむけた検討をすすめる

にあたっては、住民の意見を広く得ることを目的として、広報やまぞえ、ホームページ、めぇ

めぇアプリ、防災無線にて周知のうえ、以下のとおりアンケートを実施した。 

アンケート実施にあたっては、計 6 回にわたる地域説明会の他、各公共施設での資

料設置やホームページでの資料掲載という形で、村の現状や課題（１～７ページ）、

策定の背景と目的（８ページ）、３つの基本方針（９ページ）、『今後段階的に拠

点診療所 1 ヶ所に集約する』という医療体制見直しの展開イメージ（基本方針１０～

１５ページ）を事前にお示ししたうえで意見を募った。 

 

『医療体制についての住民アンケート』 

   ○調査期間：令和６年１１月１３日～１２月１３日 

   ○調査方法：①「地域説明会」参加後にアンケート回答 

            ②役場・保健福祉センター・出張所及び診療所に設置した資料を 

             お読みいただいた後にアンケート回答 

            ③山添村ホームページ掲載資料をお読みいただいた後に WEB に 

よるアンケート回答 

④村内事業所説明会(10 月に 2 回実施) 後にアンケート回答 

   ○対象者：村内外問わず 

   ○回収数：７１件 

（村内居住もしくは出身者：59 ／村外居住者：４ ／無回答：８ ） 

 

  居住地                   年齢 

回答 ％ 

村内 ８３．１ 

村外 ５．６ 

不明／無回答 １１．３ 

計 １００．０ 

※不明/無回答を除く。 

1
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3
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35 (人) 
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【考察①】かかりつけ医について 

  ○かかりつけ医の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・かかりつけ医の有無について、あると回答した人は４５人（６４．３％）、ないと 

回答した人は２５人（３５．７％）となっており、年代が上がるほどかかりつけ医が 

ある人が増加している。 

 

  ○かかりつけ医の所在地（複数回答あり） 

  回答 人 

村内 ２８ 

村外 １５ 

不明／無回答 ６ 

計 ４９ 

  ※村内・村外の同時回答あり 

  ・かかりつけ医の所在地としては、村内が２８人（５７．１％）、村外が１５人

（３０．６％）となっており、近隣市の医療機関をかかりつけ医にしている人が、約   

３０％となっている。 
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～２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 ９０代～

ある ない

主な医療機関 

村内：３診療所・野村医院 

村外：市立奈良病院・奈良県立総合医療センター・天理よろづ相談所病院・岡

波総合病院・矢追医院・大月診療所・松本胃腸内科・都祁診療所 等 

(人) 
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【考察②】医療の方向性に対する住民の想い 

  ○村が示す方向性に対する不安や心配があるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  ○どんなことが不安や心配か（自由記載から） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・約５４％の人が不安や心配があると答えており、年代別の傾向はなく、どの年代に 

おいても不安や心配を抱えていることがわかる。 

・「どんなことが不安や心配か」という質問には、「身近な診療所がなくなること」「通院 

するための交通手段」「休日や夜間の診療」について答える人が多くなっている。 

 

 

 

 

2

10

3
4

18

11
2

9

1

5

10

2

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20
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ある ない

(人) 

・身近な診療所がなくなること   

・通院するための交通手段 

・何かあった時に対応してもらえるか 

・休診日の医療  

・休日や夜間の診療 

・医者などの人材確保  

・今の診療日や診療時間では受診しづらい 

・医療にかかる村の財政  

・村外の医療機関への依存 
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【考察③】安心して医療を受けられる体制づくりに望むこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・住民が「安心して医療を受けられる体制づくりのために望むこと」は、「在宅医療の充 

   実」が２７件で最も多く、次いで「村内医療機関と村外救急病院との連携」「通院 

   のための交通手段の強化・充実」が２６件、「休日診療体制の整備」が２５件、

「夜間診療体制の整備」が２０件、などとなっている。 

  ・年代別にみても、上記５つについては年代に関係なく高い回答となっており、住民が

体制づくりに望む内容に年代による差異がないことが読み解ける。なお年代別に見

た場合に６０歳前後で回答に大きな差異がある項目は、「整形などの専門医の配

置」のみであり、６０歳以上が１２件、６０歳未満が２件であった。 

 

  ○不安や心配を解消するための方法（自由記載から） 

   

 

 

 

 

 

 

 

27

26

14

8

25

20

26

6

0 5 10 15 20 25 30

在宅医療の充実

通院のための交通手段の強化・充実

整形などの専門医の配置

薬の院外処方の採用

休日診療体制の整備

□夜間診療体制の整備

村内医療機関と村外救急病院との連携

その他

安心して医療を受けられる体制づくりのため、

あなたが望むことは次のうちどれですか。（複数回答可）

(件) 

・（できる限りの）現状維持＋在宅医療充実 

・村内診療所の統合による、医療機器､スタッフの充実 

・救急用の軽バンなどによる訪問診療 

・地域内や医療機関間での連携強化 

・遠隔診療など ICT の積極活用 

・電話や ICT 活用による相談対応の充実 

・既に実働している過疎地域からの情報収集 

・地域診療所から拠点診療所への配車システム構築 

・保険薬局の誘致 



 

20 

今後の課題と取り組みの方向性 

 

今回の住民アンケートは、村の現状や課題とともに 『今後、段階的に拠点診療所

1 ヶ所に集約する』 という大きな方向性を事前にお示ししたうえで実施したものであり、

その結果から、概ね村の示す方向性については賛同いただけたものと考える。 

 

同時に、アンケートからみえた住民の抱く不安や心配事については、下記表のとおり

課題として整理するとともに、解決に向けた取組の方向性についても記すこととする。 

 アンケートからみえた課題 解決に向けた取組の方向性 

１ 身近に医療機関がなくなる不安 

（緊急時対応への不安） 

○在宅医療（医療が必要な人の元には、医師や

看護師が出向く）体制への移行 

○地域（公民館等）への出張診療の実施 

○オンライン with ナース（患者＋看護師 ⇔ 拠点

診療所医師間でのオンライン診療）の検討 

２ 通院のための交通手段見直し ○有償運送サービス（福祉タクシー）の充実 

○村内巡回バスルートの見直し（拠点診療所巡

回バスの検討 ※クリニックの送迎車イメージ） 

３ 受診しやすい診療体制への見直し 

（休日夜間、休診時対応含む） 

○拠点診療所に集約する事で人員体制を再構築

し､まずは土曜診療の実施から検討 

※人員体制再構築に伴い、午前診＋午後診、 

午前診＋夜診等、柔軟な診療体制検討が可能 

４ 医療人材の安定的な確保 ○今後加速する全国的な医療人材減少に対して

は、将来的に公設民営体制への移行検討 

○定住自立圏域(伊賀、天理地区)や、奈良県東

部山間エリアにおける医療体制ネットワーク構築 

５ 村外医療機関への依存 

（村内医療体制の充実に向け

て） 

○総合診療医の配置によるプライマリケアの提供

（乳幼児から高齢者まで、初期段階での健康

状態把握の他、一時的な応急処置や軽度の外

傷治療等を行い、必要に応じて専門機関に繋ぐ

体制構築）の検討 

○『かかりつけ医制度』の推進（周知・奨励） 

○『かかりつけ薬局』の推進（保険薬局誘致の検

討、薬剤師による調剤実施や､居宅療養管理

指導等 薬剤師による在宅訪問指導の奨励） 
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【検討経過】 
令和６年 1 月～２月 医療体制検討会（庁内会議）5 回 

山添村の 10・20 年度後を見すえ、住民が望む医療体制について検討 

令和 6 年 2 月２６日 第 1 回 医療体制検討会（村内医療機関） 

 医療の現状について 各医療機関における今後の方向性について 

令和 6 年 3 月１１日 第２回 医療体制検討会（村内医療機関） 

 村の医療体制についての検討 

令和６年 ８月 ５日 第 3 回 医療体制検討会（村内医療機関） 

住民説明会に向けての基本方針（案）策定 

令和 6 年 ９月１１日 議会（文教厚生委員会）にて説明 

令和６年１０月１５日 村内事業所への説明会実施（地域ケア会議にて） 

令和６年１０月２３日 村内事業所（介護、障害関連）への説明会実施 

令和 6 年１１月１３日 

     ～１２月１３日 

医療体制に関するアンケート実施（パブリックコメント） 

 ①地域説明会 ②村内公共機関 ③ホームページ 

 ※広報やまぞえ、ホームページ、めぇめぇアプリ、防災無線にて周知 

令和 6 年１１月１３日 地域説明会実施（役場大会議室） 

①午後１時３０分～２時３０分  参加者 2 名 

②午後７時３０分～８時３０分  参加者 3 名 

令和６年１１月２０日 地域説明会実施（豊原公民館） 

 ③午後１時３０分～２時３０分   参加者 0 名 

 ④午後７時３０分～８時３０分   参加者 1 名 

令和６年１１月２２日 地域説明会実施（東山公民館） 

 ⑤午後１時３０分～２時３０分  参加者 13 名 

 ⑥午後７時３０分～８時３０分  参加者   7 名 

令和６年１２月～１月 住民意見の取りまとめ 

令和７年 ２月２７日 医療体制検討会（村内医療機関） 

 「山添村の持続可能な医療の在り方に係る基本方針」策定 
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【アンケート】 

― 医療体制についての住民説明 アンケート ― 
質問１．あなたのお住まい（もしくは出身）の地域、年代について教えてください。 

   （該当部分に☑をお願いします。） 

    ・地域 □東山 □波多野 □豊原 □村外 

    ・年代 □２０代以下 □３０代 □４０代 □５０代 □６０代 

□７０代 □８０代 □９０代以上 

 

質問２．あなたにはかかりつけ医療機関がありますか。 

（該当部分に☑をお願いします。） 

□ある 

→可能であれば医療機関名を教えてください（             ） 

    □ない 

 

質問３．村の示す医療の方向性について、不安なこと、心配なことはありますか。 

（該当部分に☑をお願いします。） 

□ない □ある 

     →（「ある」を選んだ方のみ）どんなことが不安、心配ですか。（自由記載） 

 

     

 

 

→（「ある」を選んだ方のみ）上記の不安や心配を解消するためにはどのような方法が  

あると考えますか。（自由記載） 

 

 

 

 

質問４．安心して医療を受けられる体制づくりのため、あなたが望むことは次のうちどれ
ですか。ふたつまでお答えください。（該当部分に☑をお願いします。） 

□在宅医療の充実 □通院のための交通手段の強化・充実  

□整形などの専門医の配置 □薬の院外処方の採用 □休日診療体制の整備 

□夜間診療体制の整備 □村内医療機関と村外救急病院との連携 

□その他（具体的に                          ） 

 

質問５．その他、医療体制に関するご意見やご質問がありましたら、自由にご記入くださ
い。 

 

 

 

 

ご回答ありがとうございました。アンケートの集計につきましては、ホームページなど
に掲載させていただきます。 


